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 現在、ESDの国際的な総元締めであるユネスコ（国際連合教育科学文化機関、United Nations 
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注1 山形大学「エリアキャンパスもがみ」のＷｅｂサイトは（http://www.yamagata-
u.ac.jp/gakumu/yam/mogami/index.html）である（２０１９年４月９日現在）。「エリアキャン
パスもがみ」の設立経緯については、小田隆治著『大学職員の力を引き出すスタッフ・ディベロ
ップメント』2010、ナカニシヤ出版を参照のこと。フィールドワーク：共生の森もがみ」につい
ては、小田隆治・杉原真晃・酒井俊典著「地域の人たちと交流する現地体験宿泊型授業―山形大
学「エリアキャンパスもがみ」の試み」第60回東北・北海道地区大学一般教育研究会 研究収
録：75～78頁、2011を参照のこと。 
注２ 「フィールド・ラーニング」の用語については、小田隆治・呉屋淳子・橋爪孝夫著「フィールド
ラーニングは教養教育の新しい教育方法である」山形大学高等教育研究年報8，38－43、2016を
参照のこと。 
注３ ユネスコについては、文部科学省のＷｅｂサイト
（http://www.mext.go.jp/unesco/003/001.htm）参照のこと（２０１９年４月９日現在）。 
注４ ＳＤについては、外務省のＷｅｂサイト
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/sogo/kaihatsu.html）参照のこと（２０１９年４月９日現
在）。 
